
※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。
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2. 老朽化の状況

全体総括

「経常収支比率」及び「医業収支比率」の改善に向け、救急応需強
化に加え、地域連携の強化による新規入院患者の獲得、手術件数の
増加、入院患者への早期退院支援によるＤＰＣ入院期間の適正化等
に取り組むことで入院収益の確保を引き続き目指していきます。今
後も継続的に適正な診療体制に取り組むとともに、保険収載品以外
の診療材料の使用を抑制するなど材料費を主とした経費の縮減にも
いっそう努めていきます。また、建物、設備、機器の整備にかかる
投資の適正化と平準化を積極的に推進していきます。
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Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

入院患者への早期退院支援による平均在院日数の短縮や入院期間の適正化等
に努めた結果、⑤「入院患者1人1日当たり収益」が増加していますが、①
「経常収支比率」②「医業収支比率」ともに100％を下回り、純損失を計上
しました。
⑥「外来患者1人1日当たり収益」は、専門的な治療や検査が必要な重症度の
高い患者の割合が類似病院と比較し低いことが考えられます。令和４年度は
診療科の一部休診の影響により、３年度比較で下がる結果となりました。
⑦「職員給与費対医業収益比率」は、入院・外来収益の減少及び新型コロナ
ウイルス感染症関連収益の減少により、類似病院を上回っています。
⑧「材料費対医業収益比率」は、薬品費においては適正な価格交渉により、
診療材料費についてはＳＰＤ導入による適正管理を実施していることによ
り、類似病院平均値を下回っています。

2. 老朽化の状況について

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R03 R04 ①「有形固定資産減価償却費率」は、保有する償却対象資産の使用
年数が進んでいるため、減価償却費率が増加しています。
②「器械備品減価償却率」は稼働率に応じた配置の見直しや償却期
間が終了した備品を計画的に更新した結果減少していますが、建物
は、計画的に改修していく必要があります。
③「１床当たり有形固定資産」は、立体駐車場、看護師住宅及び附
属診療所を保有していることなどから、類似病院平均値を上回る傾
向にあります。
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24.8 25.4 26.6 26.1 24.755.3 当該値
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Ⅰ 地域において担っている役割
【施設認定】
日本医療機能評価機構認定施設、地域がん診療連携拠点病院,救命救
急センター（三次救急指定病院）、災害拠点病院（基幹災害医療セ
ンター）、臨床研修指定病院（厚生労働省）、地域周産期母子医療
センター、地域医療支援病院、ＤＰＣ対象病院（標準病院群）、難
病指定医療機関、結核指定医療機関、被爆者一般疾病医療機関、埼
玉特別機動援助隊（埼玉SMART）登録、災害派遣医療チーム（埼玉
DMAT）指定病院
【特殊診療科】
救命救急センター、周産期センター、画像診断センター、総合健診
センターH30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R04 H30 R01 R02 R03 R04R03 R04 H30 R01 R02 R03

当該値 90.9
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

604,715 36,984 非該当 非該当 ７：１ 410

令和4年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 29 対象 ド 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が 災 地 - - 510 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 500床以上 自治体職員 510 - - ■

経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県川口市　医療センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

④病床利用率(％)
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②器械備品減価償却率(％)
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③１床当たり有形固定資産(円)
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.6】
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